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	 ナノサイズの空間を有する多孔性材料は、ガス貯蔵や分離のための吸着剤として精力的に研究

されている。ゼオライトと活性炭は、従来のガス分離と貯蔵技術に大きく貢献してきた典型的な

工業用吸着剤であり、硬質で永続的な細孔構造を有している。多孔性材料は概して堅牢な細孔構

造を有するという認識から、フレームワークの動的性質に着目した機能設計アプローチの開拓は

遅れていた。我々は動的な分子を戦略的に Metal–Organic	Framework	（MOF）へ組み込み、分子

スケールからボトムアップ的にナノ空間機能を設計する手法により、様々な動的機能を発現する

多孔性材料の開発を行ってきた。本セミナーでは、動的 MOF によるガス拡散プロセスの制御 1、MOF

結晶表面の動的描像観察 2、流動的に振る舞う多孔性ソフトマテリアルの設計 3といった我々の最

近の研究成果についてトピカルに紹介したい。	
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